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昨
年
度
は
大
阪
大
学
の
待
兼
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
た
れ
た
日
本
心
理
学
会

第
四
八
回
大
会
の
原
理
部
門
の
座
長
を
つ
と
め
る
か
た
わ
ら
、
自
身
の
研
究

論
文
「
零
戦
と
グ
ロ
ス
タ
ー
F
5
／
3
4
の
歴
史
心
理
考
」
を
発
表
し
、
本
年

度
は
本
年
度
で
、
阪
大
で
の
名
（
迷
？
）
座
長
ぶ
り
を
か
わ
れ
た
か
、
再
度
座

長
を
つ
と
め
る
光
栄
に
あ
ず
か
る
一
方
、
自
己
の
口
頭
発
表
「
軽
井
沢
心
理

学
散
歩
2
－
い
わ
ゆ
る
軽
井
沢
シ
ン
ド
ロ
ム
に
つ
い
て
I
」
を
七
月
末

に
行
い
、
八
月
二
日
に
は
年
来
想
を
ね
っ
て
来
た
『
軽
井
沢
心
理
学
散
歩
』

を
松
下
幸
之
助
氏
ゆ
か
り
の
P
H
P
研
究
所
よ
り
刊
行
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。

何
し
ろ
夏
の
お
盆
を
ひ
か
え
て
書
評
子
諸
子
も
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
に
散
っ
て

い
か
れ
た
ろ
う
し
、
軽
井
沢
自
体
が
こ
の
頃
に
な
る
と
シ
ー
ズ
ン
の
半
ば
を

過
ぎ
て
い
る
の
で
、
書
評
子
に
よ
る
と
り
あ
げ
さ
え
ほ
と
ん
ど
期
待
し
て
い

な
か
っ
た
の
だ
が
、
集
英
社
の
文
芸
批
評
誌
「
す
ば
る
I
〇
号
」
が
い
ち
早

く
と
り
あ
げ
、
学
習
院
大
学
の
篠
沢
秀
夫
教
授
に
よ
る
ベ
タ
ボ
メ
に
近
い
好

評
が
、
七
・
五
ポ
イ
ン
ト
活
字
二
段
組
の
＋
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
い
る
の
に

は
驚
い
た
。
だ
か
、
俎
眼
の
篠
沢
教
授
の
御
目
に
も
と
ま
っ
て
い
な
い
拙
著

の
あ
る
個
所
こ
そ
、
実
は
筆
者
が
八
月
十
五
日
の
終
戦
記
念
日
に
ち
な
ん
で
、

総
て
の
同
朋
、
な
か
ん
づ
く
、
太
平
洋
戦
史
に
心
を
よ
せ
る
人
の
目
に
ふ
れ

る
こ
と
を
ね
が
っ
て
い
る
点
な
の
だ
。

　
そ
の
点
と
は
他
で
も
な
い
、
拙
著
『
軽
井
沢
心
理
学
散
歩
』
の
二
〇
四
頁

に
み
え
る
「
が
、
山
本
五
十
六
の
ナ
ソ
で
最
も
わ
か
ら
な
い
の
は
、
山
本
が

か
つ
ぎ
や
（
超
心
理
に
弱
い
人
物
）
た
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
あ
え
て
山

本
の
身
辺
に
不
吉
な
イ
ヴ
ェ
ン
ト
を
構
築
し
続
け
た
（
四
の
つ
く
月
日
や
時

間
に
、
作
戦
を
発
動
す
る
よ
う
に
画
し
続
け
た
）
側
近
の
某
人
物
の
言
動
の

不
可
解
さ
で
あ
る
。
」
と
い
う
一
節
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
が
、
言
い
つ
の
れ

ば
優
に
数
巻
を
要
す
る
、
太
平
洋
戦
争
に
ま
つ
わ
る
「
ひ
た
隠
さ
れ
、
歪
曲

さ
れ
た
歴
史
」
の
真
相
や
深
層
に
か
か
わ
る
問
題
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し

て
も
、
旧
軍
人
で
も
な
い
ど
こ
ろ
か
、
『
京
都
心
理
学
散
歩
』
と
か
、
『
茶

道
の
心
理
学
』
と
か
、
『
日
本
の
色
』
と
か
、
ひ
た
す
ら
雅
美
と
わ
び
の
世

界
に
ひ
た
っ
て
い
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
坊
ち
ゃ
ん
族
の
お
前
さ
ん
が
、
い
っ
た

い
今
頃
に
な
っ
て
何
故
に
、
オ
ド
ロ
ノ
ｙ
し
き
太
平
洋
戦
争
の
ナ
ソ
に
向
う
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の
か
、
不
可
解
だ
と
の
評
も
あ
る
が
、
そ
う
い
う
方
々
は
、
わ
が
安
西
家
の

空
と
海
へ
の
深
く
長
い
か
か
お
り
を
御
存
知
な
い
の
で
あ
る
。

　
わ
が
安
西
家
は
岡
部
公
爵
を
城
主
に
い
た
だ
く
旧
岸
和
田
前
士
族
で
あ
る

が
、
明
治
維
新
以
降
は
大
阪
の
堺
や
旧
満
州
国
の
大
連
で
活
動
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
と
い
う
わ
け
で
、
堺
の
大
浜
に
大
正
十
二
年
か
ら
開
か
れ
て
い
た
井

上
長
一
氏
の
水
上
飛
行
場
（
日
本
最
初
と
言
わ
れ
る
民
間
の
定
期
航
空
路
機

の
整
備
基
地
で
も
あ
り
昭
和
二
十
年
の
終
戦
の
日
ま
で
存
在
し
て
い
た
）
が
、

少
年
期
の
筆
者
ら
の
か
っ
こ
う
の
遊
び
場
と
な
っ
た
の
も
当
然
で
あ
る
が
。

　
奇
し
く
も
、
か
の
太
平
洋
戦
争
中
の
ほ
ぼ
全
斯
間
を
名
航
空
参
謀
と
し
て

戦
い
抜
き
、
今
日
Ｐ
Ｈ
Ｐ
の
顧
問
を
し
て
お
ら
れ
る
奥
宮
正
武
中
佐
の
兄
こ

そ
、
他
な
ら
ぬ
こ
の
大
浜
の
堺
水
上
飛
行
学
校
に
お
ら
れ
た
航
空
機
関
士
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
奥
宮
中
佐
の
自
伝
と
も
言
う
べ
き
『
さ
ら
ば
海
軍
航

　
　
印

空
隊
』
に
は
、
兄
君
の
別
府
沖
で
の
行
方
不
明
（
飛
行
機
事
故
に
よ
る
）
の

ニ
ュ
ー
ス
に
き
び
す
を
接
す
る
よ
う
に
い
Ｌ
’
自
身
の
海
軍
兵
学
校
合
格
通
知
電

報
が
ま
い
こ
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
奥
宮
中
佐
自
身
も
事
故
死
さ

れ
た
兄
の
衣
鉢
を
つ
ぐ
よ
う
に
、
航
空
界
に
身
を
投
じ
、
奇
し
く
も
山
本
五

十
六
大
将
の
媒
酌
で
結
婚
さ
れ
た
方
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
後
に
な
っ

て
筆
者
が
解
読
し
よ
う
と
す
る
山
本
五
十
六
長
官
怪
死
の
ナ
ソ
に
迫
る
一
つ

の
カ
ギ
と
も
な
る
の
で
、
心
に
と
め
て
お
い
て
ぃ
た
だ
こ
う
。

　
そ
れ
に
し
て
も
「
ナ
ゼ
今
五
十
六
な
の
か
？
　
ど
う
し
て
お
前
さ
ん
は
、

そ
ん
な
に
山
本
五
十
六
に
関
心
を
抱
く
の
か
？
」
と
言
わ
れ
れ
ば
、
米
の
エ

ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
ー
ポ
ー
の
高
名
な
暗
号
解
読
小
説
『
黄
金
虫
』
の
耽
読
と
、

父
子
相
伝
と
い
っ
て
も
よ
い
、
Ｈ
・
Ｏ
・
ヤ
ー
ド
リ
イ
著
『
ア
メ
リ
カ
ン
・

ブ
ラ
ッ
ク
チ
ャ
ン
パ
ー
』
が
、
一
種
の
開
発
刺
激
と
な
っ
て
か
き
た
て
ら
れ

肥
大
化
し
た
軍
事
諜
報
史
へ
の
関
心
と
傾
斜
に
あ
っ
た
の
だ
、
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
い
が
、
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
海
軍
へ
の
傾
斜
も
、
む
し
ろ
父

源
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
思
え
ば
、
亡
父
の
若
き
日
の
出
世
作
か
ら
し
て

　
『
軍
艦
茉
莉
』
な
の
で
あ
る
。
息
子
の
私
か
、
正
史
秘
史
を
問
わ
ず
、
軍
艦

に
関
心
を
上
せ
始
め
る
の
も
、
当
然
だ
ろ
う
。
更
に
言
え
ば
、
こ
の
亡
父
の

記
念
す
べ
き
詩
集
の
出
版
年
月
日
こ
そ
が
、
昭
和
四
年
の
四
月
十
八
日
な
の

だ
。

　
こ
れ
ま
た
第
三
者
に
は
何
の
こ
と
か
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、

こ
の
昭
和
四
年
の
四
月
と
は
、
わ
か
父
安
西
冬
衛
の
詩
集
『
軍
艦
泉
莉
』
が

世
に
ラ
ウ
ン
チ
さ
れ
た
年
月
日
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
山
本
五
十
六
の
誕

生
月
日
（
四
月
四
日
）
を
想
起
さ
せ
る
型
で
、
筆
者
の
説
く
四
の
呪
い
の
連

鎖
が
、
山
本
五
十
六
の
生
を
め
ぐ
っ
て
発
生
し
始
め
た
歴
史
的
な
年
で
も
あ

る
。

　
月
刊
文
芸
春
秋
の
注
意
深
い
通
読
者
な
ら
ば
、
昭
和
四
十
一
年
九
月
特
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

号
に
、
筆
者
の
論
文
「
四
に
魁
い
ら
れ
た
海
軍
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
山

本
長
官
の
誕
生
日
が
単
に
四
月
四
日
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
悲
劇
の
太
平
洋

戦
へ
の
旅
の
出
陣
式
さ
え
も
が
、
昭
和
十
六
年
の
十
二
月
四
日
に
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
始
ま
り
、
相
当
に
イ
デ
イ
オ
シ
ン
ク
ラ
チ
。
ク
な
ナ
ン
バ

ー
・
フ
ィ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
論
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
思
え
ば
、
四
の
呪
い
に
も
ひ
と
し
い
不
吉
な
事
件
や
事
象
の
発
生
は
、
何

も
開
戦
直
後
か
ら
で
は
な
い
。

　
昭
和
四
年
四
月
、
山
本
五
十
六
は
大
佐
で
空
母
赤
城
の
艦
長
で
あ
っ
た
が
、
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こ
の
時
山
本
の
命
令
で
発
艦
し
た
全
飛
行
機
が
不
意
に
襲
っ
て
来
た
霧
の
た

め
に
、
全
機
喪
失
し
た
と
い
う
件
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
更
に
言
え
ば
、
昭
和
十
年
の
九
月
二
十
七
日
、
三
陸
沖
で
発
生
し
た
第
四

艦
隊
事
件
（
暗
号
書
の
機
密
を
守
る
た
め
、
切
断
後
転
哲
迂

初
雪
の
艦
首
部
［
そ
こ
に
1
1
］
の
記
号
が
白
く
描
か
れ
て
い
た
〕
を
味
方
砲
で

撃
沈
し
、
一
気
に
味
方
兵
士
の
生
命
四
十
二
人
を
う
ば
っ
た
件
）
の
査
問
委

員
で
あ
っ
た
人
物
こ
そ
、
余
人
な
ら
ぬ
山
本
五
十
六
中
将
と
古
賀
峰
一
少
将

　
（
階
級
は
い
ず
れ
も
昭
和
十
年
の
事
件
当
時
の
も
の
）
だ
っ
た
こ
と
や
、
こ

れ
ら
の
仁
者
の
権
化
の
よ
う
に
一
般
に
は
う
け
と
め
ら
れ
て
い
る
両
将
が
、

こ
の
件
に
対
し
て
は
、
冷
厳
な
対
処
を
よ
し
と
し
て
い
た
こ
と
、
更
に
、
七

十
年
の
連
合
艦
隊
史
の
中
で
、
こ
の
二
人
の
第
四
艦
隊
の
査
問
委
員
者
と
な

っ
た
長
官
の
み
が
、
昭
和
十
八
年
四
月
十
八
日
と
十
九
年
四
月
一
日
と
、
相

次
い
で
、
四
月
に
怪
死
の
厄
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
。

　
が
、
四
の
呪
い
に
も
似
た
凶
相
的
頻
出
発
生
は
、
こ
れ
の
み
で
は
な
い
。

真
珠
湾
か
ら
マ
レ
ー
半
島
沖
に
い
た
る
洋
上
に
お
い
て
、
一
見
勝
利
の
連
続

に
み
え
る
緒
戦
期
に
お
い
て
さ
え
、
ウ
ェ
ー
ク
島
占
領
の
任
を
あ
た
え
ら
れ

て
い
た
第
四
艦
隊
の
み
は
、
ピ
イ
コ
。
ク
岬
沖
の
四
千
メ
ー
ト
ル
に
接
近
し

た
も
の
の
、
陸
上
砲
台
と
四
機
の
グ
ラ
マ
ン
F
4
F
に
い
す
く
め
ら
れ
、
駆

遂
艦
二
皮
と
上
陸
支
援
艇
二
隻
の
計
四
隻
を
失
な
い
挫
折
せ
し
め
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
更
に
言
え
ば
、
悲
劇
の
ミ
。
ド
ウ
ェ
イ
海
戦
の
前
哨
戦
と
も

号
つ
べ
き
珊
瑚
海
々
戦
に
お
い
て
さ
え
も
、
わ
が
第
四
艦
隊
は
初
日
に
小
型

空
母
祥
鳳
を
失
な
い
、
翌
日
に
は
、
雲
母
瑞
鶴
の
飛
行
隊
の
全
滅
に
近
い
損

失
と
翔
鶴
の
甲
板
へ
の
四
発
の
爆
弾
命
中
の
た
め
、
退
却
の
や
む
な
き
に
い

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
六
隻
の
大
型
空
母
で
や
る
ハ
ズ
の
ミ
。

ド
ウ
ェ
イ
に
は
、
赤
城
、
加
賀
、
蒼
竜
、
飛
竜
の
四
隻
（
死
相
）
し
か
参
か

く
出
来
な
く
な
り
、
結
果
と
し
て
、
あ
の
目
を
お
ゝ
い
た
く
な
る
よ
う
な
大

敗
を
き
っ
し
て
い
る
の
だ
。

　
　
「
し
か
も
、
山
本
五
十
六
、
ひ
い
て
は
日
本
海
軍
の
戦
運
が
つ
き
を
は
な

れ
、
世
界
史
の
転
回
点
と
い
わ
れ
る
ミ
ッ
ト
ウ
ェ
イ
海
戦
に
お
け
る
、
わ
が

空
母
四
隻
喪
失
の
日
は
、
六
月
四
日
の
こ
と
で
あ
る
（
日
本
側
の
記
録
に
は

五
日
と
あ
る
が
、
ミ
ッ
ト
ウ
ェ
イ
海
域
は
日
附
変
更
線
の
彼
方
に
あ
る
た
め
。

　
　
　
　
　
・
　
㈲

実
際
に
は
四
日
。
」
と
拙
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
四
の
呪
い
に
も
似
た
凶
相
連

鎖
は
次
々
と
か
ら
み
つ
く
よ
う
に
、
発
生
し
て
い
る
の
だ
。

　
思
え
ば
、
ミ
ッ
ト
ウ
ェ
イ
海
戦
こ
そ
、
山
本
が
強
硬
に
主
張
し
た
も
の
で
、

そ
の
余
り
の
投
機
性
ゆ
え
に
、
歴
戦
の
航
空
士
官
や
山
本
の
幕
僚
に
も
、
真

に
双
手
を
あ
げ
て
賛
ず
る
も
の
は
な
か
っ
た
こ
と
も
、
今
や
大
方
の
し
る
と

こ
ろ
だ
。

　
畑
眼
の
山
本
長
官
が
、
運
命
の
片
道
飛
行
と
な
っ
た
ラ
バ
ウ
ル
↓
ブ
イ
ン

行
の
日
h
昭
和
十
八
年
四
月
十
八
日
が
、
か
の
ド
ー
リ
ト
ル
中
佐
が
か
ん
行

し
た
東
京
空
襲
の
満
一
年
目
た
る
こ
と
を
さ
と
ら
ぬ
ハ
ズ
が
な
い
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
か
つ
ぎ
屋
の
山
本
五
十
六
は
、
ま
る
で
人
形
の
よ
う
に
、
運
命

を
甘
受
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
何
故
え
だ
ろ
う
か
？
　
こ
れ
こ
そ
、
筆
者

の
年
来
の
疑
問
で
あ
っ
た
が
、
既
出
公
開
資
料
の
総
括
と
再
検
討
に
よ
っ
て
、

ほ
と
ん
ど
全
身
震
捻
的
な
仮
説
に
た
っ
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
仮
説
と
は
、
山
本
五
十
六
の
死
は
、
巷
間
顕
伝
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、

口
。
牛
I
ド
P
－
3
8
の
射
弾
に
よ
る
機
上
戦
死
に
あ
ら
ず
、
ラ
バ
ウ
ル
出
発
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前
の
既
死
（
服
毒
自
殺
死
？
）
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
よ
み
で
あ
る
。

　
と
言
う
の
も
、
山
本
長
官
一
行
の
出
発
に
さ
い
し
て
、
異
常
な
ま
で
の
人

ば
ら
い
が
行
わ
れ
、
厳
重
な
護
衛
つ
き
の
飛
行
を
進
言
し
た
第
三
艦
隊
長
官

と
そ
の
首
席
参
謀
高
田
利
種
大
佐
が
、
長
官
の
見
送
り
さ
え
ゆ
る
さ
れ
ず
、

こ
の
日
早
朝
に
ト
ラ
ッ
ク
島
に
む
か
わ
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
「
そ
こ
で
、
高
田
大
佐
は
、
小
沢
中
将
の
意
を
体
し
て
、
連
合
艦
隊
の
参

謀
た
ち
に
、
も
し
、
山
本
長
官
が
バ
ラ
レ
に
行
か
れ
る
な
ら
ば
、
空
母
部
隊

の
全
力
を
あ
げ
て
長
官
機
を
護
衛
し
た
い
と
申
し
入
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

連
合
艦
隊
の
首
席
参
謀
黒
島
亀
人
大
佐
は
、
そ
の
要
な
し
、
と
即
座
に
高
田

大
佐
の
提
案
を
断
っ
た
。
そ
の
後
、
両
者
の
間
に
激
論
が
戦
わ
さ
れ
た
が
、

連
合
艦
隊
の
考
え
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
第
三
艦
隊

司
令
長
官
は
十
八
日
早
朝
、
ト
ラ
ッ
ク
に
帰
る
よ
う
に
こ
の
連
合
艦
隊
側
の

意
向
に
よ
り
、
小
沢
中
将
ら
は
、
山
本
長
官
機
の
出
発
に
先
立
っ
て
、
ラ
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

ウ
ル
の
東
飛
行
場
を
飛
び
去
っ
た
の
で
あ
っ
た
」
。

　
更
に
言
え
ば
、
世
に
言
う
山
本
五
十
六
の
『
死
体
検
案
記
録
』
こ
そ
、
こ

れ
を
作
製
し
た
当
の
第
一
根
拠
地
隊
軍
医
長
海
軍
々
医
少
佐
田
淵
義
三
郎
氏

が
、
自
か
ら
で
っ
ち
あ
げ
た
書
類
で
あ
る
こ
と
を
言
明
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
　
『
死
体
検
案
記
録
』

　
　
　
　
　
連
合
艦
隊
司
令
長
官
海
軍
大
将
　
山
本
五
十
六

　
　
右
者
昭
和
十
八
年
四
月
十
八
日
午
前
七
時
四
十
分
頃
「
ソ
ロ
モ
ン
」
群

　
島
方
面
に
於
て
搭
乗
機
敵
戦
闘
機
の
攻
撃
を
受
け
不
時
着
即
死
、
同
月
二

　
十
日
午
後
四
時
遺
骸
を
運
搬
し
来
れ
る
を
第
十
五
号
掃
海
艇
上
に
於
て
第

　
一
根
拠
地
隊
司
令
官
海
軍
少
将
板
垣
盛
、
連
合
艦
隊
参
謀
海
軍
中
佐
渡
辺

　
安
次
、
南
東
方
面
艦
隊
軍
医
長
海
軍
々
医
大
佐
大
久
保
信
、
第
八
艦
隊
軍

　
医
大
佐
内
野
博
立
会
の
上
検
死
す
る
に
第
三
種
軍
装
を
着
用
し
長
袴
の
左

　
膝
言
部
、
左
大
腿
部
並
に
上
衣
背
部
に
夫
々
Ｌ
字
型
の
裂
目
あ
り
、
上
衣

　
左
前
下
部
に
栂
指
圧
痕
大
二
個
の
焼
痕
を
認
か
航
空
靴
は
右
側
先
端
に
破

　
孔
あ
る
も
同
足
部
に
損
傷
を
認
め
ず
、
着
用
せ
る
手
袋
に
血
液
の
附
着
な

　
し
、
「
ワ
イ
シ
ャ
ッ
」
左
半
部
は
血
に
染
む
遺
骸
は
一
般
に
軽
度
膨
化
し

　
躯
幹
に
尚
死
斑
を
認
め
顔
面
の
み
既
に
腐
敗
現
象
を
伴
う
、
身
体
に
次
の

　
如
き
創
面
あ
り

　
一
、
左
骨
即
骨
略
中
央
部
に
小
指
頭
大
の
創
面
あ
り
て
射
管
は
内
前
上
方

　
　
に
向
う

　
二
、
左
下
顎
角
部
に
小
指
頭
大
の
射
入
口
、
右
外
背
部
に
栂
指
圧
痕
大
の

　
　
射
出
口
を
認
む

　
　
右
に
よ
り
顔
面
貫
通
機
銃
創
、
背
部
盲
管
機
銃
創
を
被
り
貴
要
臓
器
を

　
損
傷
し
即
死
せ
る
も
の
に
し
て
死
後
推
定
七
十
時
間
を
経
過
す

　
　
　
昭
和
十
八
年
四
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
　
　
　
　
第
一
根
拠
地
隊
軍
医
長
　
田
淵
義
三
郎
　
」

と
あ
る
が
、
蜷
川
親
正
著
『
山
本
五
十
六
検
死
ノ
ー
ト
』
に
よ
る
と
、
「
こ
の

件
か
く
し
て
田
淵
氏
は
、
明
確
に
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｉ

検
案
場
所
は
体
裁
上
、
変
更
し
て
、
掃
海
艇
上
に
お
い
て
行
な
っ
た
か
の
よ

う
に
し
て
あ
る
が
、
実
際
は
当
日
の
二
十
一
日
…
…
｝
と
、
ブ
イ
ン
の
根
拠

地
隊
の
病
舎
の
北
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
内
で
行
わ
れ
た
と
言
う
。

　
更
に
言
え
ば
、
本
文
の
死
亡
推
定
時
間
の
七
十
時
間
の
と
こ
ろ
に
は
、
欄

外
に
田
淵
氏
の
訂
正
印
加
捺
印
さ
れ
、
六
十
時
間
に
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で

-
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あ
る
。

　
こ
の
点
に
注
目
し
た
蜷
川
氏
は
、
二
十
日
は
午
後
四
時
ま
で
に
十
六
時
間
。

十
九
日
は
ま
る
二
十
四
時
間
、
十
八
日
は
午
前
七
時
四
十
分
か
ら
逆
算
し
て

十
六
時
間
と
二
十
分
経
過
、
都
合
五
十
六
時
間
と
二
十
分
と
な
る
と
し
、
死

後
六
十
時
間
経
過
で
は
、
山
本
長
官
は
ラ
バ
ウ
ル
出
発
日
の
十
八
日
の
午
前

四
時
に
は
死
ん
で
い
た
と
言
う
推
定
も
理
屈
の
上
で
は
成
立
す
る
が
、
検
案

書
の
言
う
十
八
年
四
月
十
八
日
午
前
七
時
四
十
分
か
正
し
い
と
す
る
と
、
自

信
を
も
っ
て
死
後
五
十
六
時
間
と
な
ぜ
断
じ
な
い
の
か
と
言
っ
て
い
る
が
、

訂
正
以
前
の
七
十
時
間
を
と
る
と
、
大
将
は
十
七
日
午
後
六
時
す
で
に
死
亡

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
、
と
こ
の
文
書
の
矛
盾
を
つ
い
た
う
え
。

　
「
ふ
し
ぎ
に
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
、
海
軍
大
将
で
あ
る

人
の
記
録
が
、
推
定
時
間
と
は
い
え
十
八
日
午
前
七
時
四
十
分
戦
死
と
断
定

し
て
お
き
な
が
ら
、
二
十
日
の
午
後
四
時
に
死
体
を
検
視
し
て
、
死
後
六
十

時
間
の
経
過
で
、
『
十
七
日
午
後
六
時
』
に
死
亡
し
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
こ
ん
な
か
ん
た
ん
な
計
算
に
、
ど
う
し
て
こ
れ
は
ど
の
手
間
、
ひ
ま

を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
加
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
よ
ん
で
来
て
本
研
究
者
の
安
西
は
、
思
わ
ず
ハ
。
と
す
る
よ
う

な
啓
示
を
得
、
息
を
の
ん
だ
の
で
あ
る
。
原
文
の
死
後
七
十
時
間
経
過
を
と

る
と
、
山
本
大
将
は
、
ラ
バ
ウ
ル
出
発
前
日
の
午
後
六
時
既
に
死
亡
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
、
と
蜷
川
博
士
は
の
べ
て
い
る
が
、
そ
の
心
は
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
、
不
可
能
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
が
、
本
論
文
の
安

西
説
の
よ
う
に
、
山
本
長
官
か
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
か
ら
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
戦
惨
敗

の
責
を
痛
感
し
て
本
当
に
前
日
（
つ
ま
り
十
七
日
）
の
夕
刻
に
自
決
死
亡
せ

ら
れ
た
と
す
る
と
、
か
え
っ
て
辻
つ
ま
の
あ
う
こ
と
が
い
く
つ
か
出
て
来
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
と
言
う
の
も
、
先
述
の
奥
宮
正
武
中
佐
著
の
『
ラ
バ
ウ
ル
海
軍
航
空
隊
』

の
二
二
三
頁
に
「
人
生
に
は
縁
が
つ
き
も
の
で
あ
る
と
の
例
え
の
通
り
、
角

田
中
将
は
山
本
大
将
と
同
じ
新
潟
県
出
身
で
、
個
人
的
に
は
同
郷
の
後
輩
と

先
輩
の
間
柄
で
あ
っ
た
。
一
方
、
私
は
長
官
が
海
軍
次
官
の
頃
、
結
婚
の
媒

酌
を
し
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
特
別
な
間
柄
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
十
七
日

の
夕
刻
、
私
は
角
田
中
将
に
従
っ
て
山
本
長
官
に
挨
拶
に
行
き
、
直
接
話
を

う
か
が
う
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
節
、
長
官
が
最
前
線
に
来
ら
れ
た
記
念
に

簡
単
な
も
の
で
も
一
筆
書
い
て
い
た
だ
く
よ
う
希
望
し
て
い
た
が
、
長
官
に

急
用
が
で
き
た
た
め
に
見
送
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
」
と
し
る
し
て
お
ら
れ

る
が
、
極
端
を
言
え
ば
、
山
本
長
官
は
、
こ
の
直
後
に
自
決
さ
れ
た
と
言
う

仮
説
も
な
り
た
た
な
く
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
と
言
う
の
も
、
同
じ
奥
宮
正
武
氏
が
、
『
さ
ら
ば
海
軍
航
空
隊
』
の
中
で
、

第
三
艦
隊
司
令
長
官
と
そ
の
幕
僚
が
い
な
い
こ
と
の
原
因
が
、
連
合
艦
隊
の

首
席
先
任
参
謀
黒
島
亀
人
大
佐
と
の
激
論
の
は
て
、
長
官
を
見
送
る
こ
と
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

え
は
た
ぜ
な
か
っ
た
と
大
書
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
奥
宮
氏
が
、
同
じ
頁
で
、
「
海
軍
の
慣
例
か
ら
当
然
そ
こ
に
い

る
と
思
っ
て
い
た
第
三
艦
隊
長
官
小
沢
治
三
郎
中
将
と
同
艦
隊
の
幕
僚
が
い

な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
、
私
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意

味
を
も
っ
て
い
る
か
知
る
由
も
な
か
っ
た
」
と
附
言
す
る
ほ
ど
に
シ
リ
ア
ス

な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
こ
ま
で
論
じ
て
来
て
箪
者
が
は
し
な
く
も
連
想
々
起
し
た
の
は
、
世

-
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に
山
本
五
十
六
長
官
の
懐
　
刀
と
い
わ
れ
、
二
番
機
に
乗
っ
て
い
て
撃
墜
さ

れ
つ
つ
も
生
残
り
、
二
年
半
後
の
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
に
帝
国
海
軍
最

後
の
特
攻
隊
を
ひ
き
い
て
自
裁
さ
れ
た
参
謀
長
宇
垣
纒
中
将
の
有
名
な
戦
時

日
誌
『
戦
藻
録
』
の
中
の
、
奇
妙
な
一
節
で
あ
る
。

　
　
「
戦
藻
録
第
六
巻
（
昭
和
十
八
年
一
月
一
日
よ
り
四
月
二
日
に
い
た
る
部

分
）
は
戦
略
方
針
大
転
換
の
時
機
に
し
て
極
め
て
重
要
な
る
記
録
な
れ
ど
も
、

元
聯
合
艦
隊
先
任
参
謀
黒
島
亀
人
少
将
が
極
東
軍
事
裁
判
証
人
と
し
て
出
廷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

の
際
、
遺
族
よ
り
借
受
持
参
せ
る
が
省
戦
集
中
に
て
紛
失
せ
り
…
…
」
と
の

一
節
だ

?!

　
こ
の
一
見
偶
発
事
件
と
思
わ
れ
る
こ
と
の
重
大
性
に
つ
い
て
は
後
に
ふ
れ

る
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
紛
失
し
て
い
る

の
は
昭
和
十
八
年
一
月
～
四
月
二
日
ま
で
の
部
分
で
、
四
月
三
日
か
ら
後
の

部
分
は
、
ど
う
言
う
わ
け
か
逆
に
残
っ
て
公
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
仮
に
謀
略
の
魔
手
が
お
ど
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
サ
ニ
タ
イ
ズ
（
情
報
の

人
畜
無
害
化
）
さ
れ
て
い
る
の
は
む
し
ろ
失
わ
れ
た
一
月
～
四
月
二
日
の
部

分
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
こ
で
は
し
な
く
も
筆
者
が
再
想
起
す
る
の
は
、
当
日
は
陸
戦
服
を
着
石

こ
と
と
了
解
し
て
お
い
た
の
に
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
、
艦
隊
軍
医
長
と
主
計

長
の
二
人
だ
け
が
ヽ
純
白
の
第
二
種
軍
装
を
し
て
来
た
事
実
で
あ
毎
参
謀

長
の
宇
垣
中
将
自
身
は
、
こ
れ
を
か
な
り
非
難
が
ま
し
く
か
き
た
て
て
い
る

が
、
先
ず
第
一
に
考
慮
す
べ
き
は
、
「
黄
金
仮
面
」
と
ア
ダ
名
さ
れ
た
ほ
ど
の

甲
胃
相
貌
者
で
あ
っ
た
宇
垣
中
将
が
、
例
え
、
私
物
の
日
記
に
お
い
て
も
、

本
心
を
み
す
か
さ
れ
る
よ
う
な
記
事
を
残
し
た
ろ
う
か
、
と
い
う
問
題
で
あ

る
が
、
筆
者
は
、
む
し
ろ
参
謀
長
の
宇
垣
中
将
は
、
つ
い
に
終
始
事
の
深
層

　
（
あ
る
い
は
真
層
か
？
）
を
し
ら
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
し
て

い
る
。

　
こ
の
二
人
の
高
級
将
校
の
自
服
は
、
ラ
バ
ウ
ル
基
地
を
と
り
ま
く
密
林
に

ひ
そ
む
敵
の
残
置
誤
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ひ
そ
か
に
遠
く
の
物
影
か
ら

一
行
の
出
発
を
見
送
っ
て
い
た
味
方
将
兵
の
目
に
も
、
そ
れ
が
ト
レ
ー
ド
マ

ー
ク
と
な
っ
て
い
た
自
服
の
長
官
と
参
謀
長
と
み
せ
か
け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
い
く
ら
司
令
部
先
任
参
謀
が
「
虎
の
い
を
が
る

牛
ツ
ネ
」
だ
っ
た
と
し
て
も
、
が
り
に
も
れ
っ
き
と
し
た
艦
隊
司
令
官
と
そ

の
参
謀
を
、
ま
る
で
子
供
の
つ
か
い
の
よ
う
に
、
見
送
り
さ
え
ゆ
る
さ
ず
、

追
い
は
ら
っ
た
か
の
ナ
ゾ
が
す
け
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
非
常
に
大
胆
に
仮
説
す
れ
ば
、
ラ
バ
ウ
ル
出
発
事
に
三
種
軍
装
（
力
Ｉ
牛

色
の
陸
戦
服
）
を
き
て
Ｉ
番
機
に
の
っ
た
山
本
ら
し
き
小
男
は
、
一
見
彼
に

似
て
い
る
が
長
官
で
は
な
く
、
彼
の
影
武
者
で
あ
り
、
長
官
自
身
の
体
は
、

　
一
式
陸
上
攻
撃
機
の
胴
体
中
部
の
両
舷
に
は
り
出
し
て
い
る
卵
型
の
側
方
銃

座
席
の
一
つ
、
右
舷
鉄
銃
座
に
、
座
わ
り
往
生
死
の
型
で
、
し
ぼ
り
つ
け
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
東
宝
映
画
を
始
め
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
山
本
五
十
六
の
最
後
を
扱
っ
た
映

雨
と
う
で
は
、
長
官
は
例
外
な
く
、
前
方
コ
ッ
ク
ビ
ッ
ト
の
中
で
も
最
も
眺

め
の
よ
い
指
揮
官
席
に
座
し
て
い
る
よ
う
に
演
出
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
事
実

と
は
ほ
ど
遠
い
。
長
官
の
体
は
始
め
か
ら
し
ま
い
ま
で
、
胴
体
中
部
右
舷
銃

座
席
に
縛
り
つ
け
ら
れ
て
あ
り
、
左
舷
の
や
は
り
側
方
銃
座
に
い
た
軍
医
長
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の
遺
休
と
も
ど
も
、
ほ
と
ん
ど
全
く
無
傷
で
よ
こ
だ
わ
っ
て
い
た
そ
う
で
あ

7
Q
。

　
仮
り
に
長
官
が
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
内
に
い
た
の
な
ら
ば
、
正
副
操
縦
士
や

搭
乗
整
備
員
の
遺
体
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
火
災
に
よ
り
黒
こ
げ
に
や

か
れ
て
い
た
か
、
万
一
そ
う
で
な
く
て
も
、
激
突
の
シ
ョ
ッ
ク
で
コ
ッ
ク
ピ

ッ
ト
の
天
蓋
を
破
っ
て
飛
び
出
し
頭
部
や
顔
面
が
い
ち
じ
る
し
く
損
じ
ら
れ

て
い
て
当
然
と
思
わ
れ
る
状
況
だ
が
、
救
出
作
業
体
験
者
の
証
言
は
、
陸
海

共
に
、
長
官
の
身
体
に
は
ほ
と
ん
ど
全
く
傷
か
な
I
多
少
の
損
か
い
は
あ

っ
て
も
、
血
は
全
く
み
ら
れ
ず
、
生
け
る
人
の
よ
う
に
し
か
と
愛
刀
を
に
ぎ

っ
て
お
ら
れ
た
と
い
う
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
御
姿
そ
の
も
の
が
、
死

後
硬
直
を
傍
証
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
山
本
長
官
の
座
り
往
生
死
体
の
方
へ
、
あ
た
か
も
に
じ
り
よ
る
よ
う
な
姿

で
こ
と
き
れ
て
い
た
高
田
軍
医
長
に
つ
い
て
は
、
死
体
検
案
書
を
も
の
し
た

田
淵
少
佐
自
身
が
、
「
い
っ
た
い
高
田
軍
医
少
将
は
、
ど
う
し
て
死
ん
だ
の
だ

ろ
う
と
、
じ
つ
は
私
も
ふ
し
ぎ
だ
っ
5
　
と
の
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
全
く

お
ど
ろ
き
を
通
り
こ
し
て
、
語
る
に
お
ち
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
田
淵
氏

に
よ
る
と
、
原
囚
不
明
と
も
か
け
な
い
の
で
、
全
く
弾
痕
も
出
血
も
な
い
が
、

無
傷
と
か
頭
蓋
骨
折
で
即
死
と
丁
解
し
て
お
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
思
え

ば
、
陸
軍
部
隊
の
要
員
は
、
二
番
機
の
墜
落
直
後
、
洋
上
脱
出
し
て
岸
辺
へ

と
向
う
宇
垣
参
謀
と
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
向
っ
て
三
八
式
銃
を
連
射
し
て
い
る
。

陸
軍
の
人
々
の
多
く
は
、
落
ち
て
来
だ
の
は
米
機
と
誤
判
し
て
い
た
の
で
あ

る
。

　
救
出
に
向
っ
た
一
部
の
兵
士
の
証
言
に
よ
る
と
、
先
行
し
て
い
た
他
隊
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

兵
士
が
、
墜
落
現
場
の
方
角
に
対
し
て
モ
ー
レ
ツ
な
射
撃
を
行
っ
て
い
る
。

山
本
五
十
六
の
身
体
に
後
に
な
っ
て
生
じ
て
い
た
と
い
う
小
指
大
の
銃
創
は
、

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
味
方
の
弾
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
田
淵
少
佐
は
、
荼
眺
に
ふ
す
直
前
に
、
山
本
の
銃
創
を
よ
く
み
と
ど
け
る

た
め
、
か
つ
ま
た
江
田
島
の
教
育
参
考
館
に
も
ち
か
え
ろ
う
と
、
長
官
の
衣

服
を
脱
か
せ
よ
う
と
計
っ
た
と
こ
ろ
、
渡
辺
参
謀
に
大
喝
制
止
さ
れ
た
と
い

　
　
『
山
本
五
十
六
検
死
ノ
ー
ト
』
著
者
蜷
川
博
士
は
、
最
初
に
無
傷
の
五
十

六
の
遣
体
に
ふ
れ
た
兄
の
蜷
川
陸
軍
大
尉
の
メ
モ
を
ふ
ま
え
、
後
に
な
っ
て

大
将
の
遊
休
に
つ
け
ら
れ
た
傷
穴
が
、
と
う
て
い
口
。
ギ
ー
ド
の
も
っ
て
い

た
大
口
径
銃
砲
の
そ
れ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
、
味
方
の
三
八
式
め
い
た
穴
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

つ
た
と
し
て
お
ら
れ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
不
思
議
な
の
は
、
い
く
ら
味
方
の
制
空
圏
内
と
判
じ
て

い
た
と
い
え
、
あ
れ
だ
け
の
長
々
と
し
た
行
動
予
定
電
を
う
た
せ
た
後
の
り

こ
ん
で
行
く
長
官
機
の
防
衛
努
力
が
全
く
お
ざ
な
り
ど
こ
ろ
か
、
大
切
な
左

右
の
中
部
側
方
銃
座
に
、
二
人
の
将
官
を
の
せ
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て
一

番
機
を
無
防
備
に
近
い
状
況
に
も
っ
て
い
く
不
思
議
さ
は
、
ど
う
説
明
す
れ

ば
よ
い
の
か
？
　
長
官
機
の
撃
墜
さ
れ
る
の
を
ね
が
っ
て
い
た
と
し
か
解
せ

な
い
不
思
議
な
行
動
で
あ
る
。

　
思
え
ば
、
二
十
一
日
午
前
八
時
ご
ろ
に
、
山
本
大
将
の
遺
体
と
対
面
、
始

め
て
検
案
作
業
に
か
か
っ
た
と
当
の
田
淵
少
佐
か
断
言
し
て
い
る
の
に
、
何

故
え
公
式
の
検
案
書
は
、
『
二
十
日
午
後
9
　
時
：
：
ぶ
と
作
意
す
る
の
か
叩

連
合
艦
隊
参
謀
の
大
半
が
I
き
ょ
に
な
ぎ
た
お
さ
れ
、
参
謀
長
と
主
計
長
が
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病
床
に
あ
る
の
だ
。
残
務
処
理
に
あ
た
れ
る
参
謀
は
、
先
任
の
黒
島
中
佐
と

戦
務
参
謀
の
渡
辺
中
佐
を
お
い
て
な
い
。

　
い
く
ら
四
が
本
来
は
山
本
長
官
の
誕
生
月
日
の
四
月
四
日
が
ら
み
だ
っ
た

と
は
言
え
、
何
故
え
ミ
。
ド
ウ
ェ
イ
や
ウ
ェ
ー
ク
で
凶
数
の
相
を
帯
び
て
来

た
四
の
日
や
、
四
の
つ
く
時
刻
に
追
連
動
し
よ
う
と
す
る
の
か
？
　
長
官
の

め
で
た
い
誕
生
日
た
る
四
月
四
日
に
大
作
戦
を
、
と
い
う
の
な
ら
わ
か
る
が
、

山
本
が
最
も
い
や
か
っ
て
い
た
四
月
十
八
日
（
ド
ー
リ
ト
ル
の
東
京
大
空
襲

の
記
念
日
だ
周
一
）
に
、
長
官
を
危
険
な
旅
に
出
す
な
ど
別
　
い
っ
た
い
山
本

長
官
が
も
っ
と
も
目
を
か
け
て
や
っ
て
い
た
二
人
の
参
謀
が
、
長
官
の
厄
日

や
厄
時
刻
数
ば
か
り
え
ら
ん
で
、
イ
ヴ
ェ
ン
ト
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
の
は

何
故
え
か
周
‥

　
が
、
東
京
の
海
軍
省
や
軍
司
令
部
と
て
、
こ
の
狂
い
業
に
は
人
後
に
落
ち

ず
の
行
動
を
と
っ
て
い
る
。

　
あ
ろ
う
こ
と
か
、
山
本
の
不
名
誉
記
念
日
で
あ
る
ミ
。
ド
ウ
ェ
イ
敗
戦
の

月
日
も
同
じ
満
一
年
目
の
十
八
年
六
月
五
日
に
、
彼
の
囚
葬
を
と
り
お
こ
な

い
、
結
果
的
に
は
米
側
に
二
重
の
勝
利
感
を
あ
た
え
て
し
ま
う
の
だ
利

　
今
か
ら
十
九
年
前
に
筆
者
が
月
刊
文
春
に
「
四
に
魅
い
ら
れ
た
日
本
海

軍
」
を
発
表
し
た
時
点
で
は
、
ご
く
単
純
な
偶
然
の
わ
ざ
、
四
の
つ
く
事
象

の
全
く
の
偶
発
と
み
な
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
に
え
ら
れ
た
多
く
の
悲
劇
的

デ
ー
タ
を
総
括
し
て
行
く
に
つ
れ
、
む
し
ろ
日
本
海
軍
の
参
謀
部
、
な
か
ん

ず
く
Ｇ
Ｆ
参
謀
の
中
に
、
わ
ざ
わ
ざ
四
の
呪
い
の
方
向
へ
、
イ
ヴ
ェ
ン
ト
を

構
築
す
る
こ
と
に
、
狂
気
じ
み
た
固
執
を
み
せ
る
人
が
い
る
ら
し
い
の
を
み

て
、
全
く
全
身
震
拙
的
な
恐
怖
さ
え
か
ん
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
Ｉ
　
ル
ー
レ
ッ
ト
を
や
る
山
本
五
十
六

　
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
性
格
の
深
層
に
迫
る
一
文
フ
ュ
レ
。
プ
ａ
ミ
ラ
ー

の
「
ル
ー
レ
。
ト
を
や
る
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
」
で
は
な
い
が
、
こ
の
冠
頭

詞
は
わ
が
山
本
に
こ
そ
ビ
タ
リ
だ
。
彼
こ
そ
ル
ー
レ
″
ト
に
チ
ェ
ス
、
碁
に

将
棋
に
ポ
ー
カ
ー
に
ブ
リ
ッ
ジ
と
あ
ら
ゆ
る
賭
け
事
に
手
を
染
め
、
モ
ナ
コ

の
カ
ジ
ノ
で
勝
ち
過
ぎ
店
が
つ
ぶ
れ
る
と
三
拝
九
拝
さ
れ
た
逸
話
の
主
。
ハ

ワ
イ
作
戦
中
心
を
進
言
す
る
部
下
に
、
「
い
く
ら
僕
が
ブ
リ
。
ジ
や
ポ
ー
カ

ー
好
き
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
う
投
機
的
投
機
的
と
言
う
な
」
と
応
じ
た

な
ど
今
や
有
名
だ
が
、
既
出
の
山
本
伝
や
回
想
録
の
類
は
、
こ
の
性
癖
を

心
理
的
盲
腸
の
様
に
切
り
棄
て
よ
う
と
す
る
。
が
、
深
層
心
理
の
眼
鏡
で

み
れ
ば
、
か
く
賭
け
勣
い
て
や
ま
ぬ
指
こ
そ
、
内
心
に
直
結
す
る
心
理
的
索

引
指
だ
／

　
彼
の
賭
心
は
と
ば
し
る
爪
先
こ
そ
、
ミ
。
ド
ウ
ェ
イ
の
悲
劇
の
立
役
者
南

雲
中
将
の
爪
か
み
癖
に
も
増
し
て
内
心
の
機
微
に
穿
孔
貫
入
す
る
消
息
子
な

の
だ
。

　
真
珠
湾
へ
の
奇
襲
の
可
能
性
や
誇
り
高
い
日
本
人
か
有
事
の
際
、
の
る
か

そ
る
か
の
投
機
的
行
動
に
出
る
危
険
性
の
あ
る
事
は
、
親
日
家
に
し
て
第
一

級
の
米
外
交
官
で
も
あ
っ
た
ク
ル
ー
駐
日
大
使
の
報
告
書
に
も
剔
扶
さ
れ
て

い
る
が
、
五
十
六
こ
そ
わ
が
日
本
人
の
性
格
の
深
層
に
潜
む
粘
着
気
質
（
礼

儀
正
し
く
、
事
物
に
も
、
他
者
に
も
粘
着
的
に
対
応
。
愛
郷
心
強
く
秩
序
を

尊
ぶ
が
、
忍
耐
の
果
て
突
如
撃
発
す
る
）
を
凝
縮
し
た
よ
う
な
人
物
。
そ
の

瞬
時
も
静
止
せ
ぬ
爪
先
こ
そ
は
、
彼
の
対
人
生
態
度
を
貫
ぬ
く
烈
々
た
る
闘
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志
と
不
可
分
で
あ
る
。

　
　
　
2
　
軽
井
沢
の
別
荘
－
潜
航
し
伏
在
す
る
家
族
愛

　
思
え
ば
、
今
日
山
本
家
が
軽
井
沢
に
別
荘
を
所
有
し
て
い
た
事
を
知
る
日

本
人
が
幾
人
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
博
才
沓
掛
時
次
郎
（
長
谷
川
仰
の
筆
先
か

ら
創
造
さ
れ
た
よ
う
に
一
般
に
は
言
わ
れ
る
が
、
徳
と
い
う
土
工
の
モ
デ
ル

が
あ
っ
た
と
作
者
自
身
が
言
っ
て
い
る
）
ゆ
か
り
の
沓
掛
か
ら
北
上
す
れ
ば

さ
ほ
ど
遠
が
ら
ぬ
子
ケ
滝
に
あ
っ
た
の
だ
。
世
に
は
五
十
六
が
家
庭
を
か
え

り
み
ず
某
々
女
に
魅
入
ら
れ
た
と
の
俗
説
さ
え
あ
る
が
、
内
実
は
む
し
ろ
逆
。

い
ち
早
く
病
弱
の
妻
子
に
山
荘
を
ゆ
る
す
ほ
ど
細
や
か
な
愛
情
を
注
ぎ
つ
つ
、

そ
の
片
鱗
も
う
か
が
わ
せ
ぬ
粘
着
気
質
的
処
世
で
、
茶
聖
子
利
休
の
そ
れ
を

思
わ
す
の
だ
。
こ
の
様
な
性
格
特
徴
に
対
し
、
ク
レ
。
チ
ュ
マ
ー
博
士
の
性

格
と
体
格
の
相
関
説
を
援
用
す
る
と
、
武
人
や
博
徒
や
禅
者
に
は
筋
骨
た
く

ま
し
い
闘
志
溢
れ
る
粘
着
気
質
が
多
い
と
な
る
。
身
体
つ
き
が
か
た
ま
る
中

年
以
降
の
山
本
五
十
六
の
休
格
は
、
が
っ
し
り
し
た
筋
骨
休
。
気
質
性
癖
共

に
驚
く
ほ
ど
粘
着
的
だ
。
こ
の
性
格
者
は
、
不
断
は
過
礼
症
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
礼
節
を
ま
も
り
（
山
本
が
上
下
の
別
な
く
厳
正
な
敬
礼
を
行
い
、
服
装
挙

止
に
み
だ
れ
を
み
せ
ぬ
事
は
有
名
）
口
数
少
な
い
が
、
時
と
場
に
よ
り
烈
し

い
感
情
の
噴
出
や
む
き
出
し
の
闘
志
を
発
揮
す
る
。

　
更
に
言
え
ば
、
五
十
六
に
見
る
よ
う
に
一
見
絨
黙
に
写
る
が
、
少
数
の
心

を
ゆ
る
す
友
に
は
内
心
を
さ
ら
け
出
し
深
く
交
わ
る
一
方
、
対
世
間
に
は
心

を
ゆ
る
さ
な
い
。
例
え
ば
、
緒
戦
期
、
参
謀

　
0
一
人
が
、
真
珠
湾
や
マ
レ
ー

沖
の
大
勝
祝
い
を
の
べ
、
郷
里
長
岡
で
の
提
灯
行
列
に
言
及
す
る
と
、
そ
の

同
じ
連
中
か
や
が
て
彼
の
家
に
石
を
投
げ
に
来
る
だ
ろ
う
と
、
不
信
を
あ
ら

わ
に
し
た
発
言
で
応
じ
て
い
る
。

　
五
十
六
が
全
身
投
機
的
に
仕
事
に
も
遊
び
に
も
専
心
没
入
。
信
念
を
ま
げ

ず
、
正
に
粘
着
的
に
日
独
同
盟
に
反
対
し
続
け
た
事
実
。
航
空
出
身
の
子
飼

い
の
部
下
さ
え
投
機
的
と
危
ぶ
む
真
珠
湾
や
ミ
。
ド
ウ
ェ
イ
作
戦
構
想
を
絶

対
に
ひ
っ
こ
め
ず
、
信
念
と
し
て
強
行
し
た
事
は
今
や
誰
知
ら
ぬ
者
の
な
い

歴
史
的
過
去
だ
が
、
粘
着
者
の
枠
組
で
こ
そ
了
解
可
能
な
心
理
的
事
実
で
も

あ
る
。
こ
の
粘
着
気
質
の
上
に
、
北
方
系
に
い
ち
じ
る
し
く
、
孤
高
性
や
思

弁
性
や
創
造
性
と
う
に
一
段
と
強
い
分
裂
気
質
（
宮
城
博
士
の
県
民
性
の
調

査
で
も
新
潟
県
は
分
裂
気
質
度
が
最
高
）
が
く
わ
わ
り
、
粘
着
気
質
の
闘
志

型
で
あ
り
な
が
ら
、
い
ち
早
く
新
分
野
た
る
航
空
の
将
来
を
先
取
し
え
た
の

だ
ろ
う
。

　
こ
れ
と
は
対
龍
的
に
、
日
露
戦
争
の
二
〇
三
高
地
↓
ノ
モ
ン
ハ
ン
↓
ガ
ダ

ル
カ
ナ
ル
へ
と
続
く
日
本
陸
軍
の
白
兵
突
撃
の
墨
守
性
な
ど
は
、
他
の
気
質

を
混
じ
え
ぬ
唯
保
守
的
粘
着
だ
っ
た
と
仮
説
し
え
よ
う
。
再
思
す
れ
ば
、
元

来
は
外
来
文
化
の
茶
や
花
は
も
ち
ろ
ん
西
洋
軍
事
学
や
技
術
で
さ
え
も
が
、

一
度
日
本
に
根
着
く
と
、
煩
瓊
な
手
続
き
の
強
迫
症
的
反
覆
を
絶
対
化
す
る

道
化
の
極
に
入
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
最
も
卑
近
な
例
に
、
明
治
三
八
（
一
九

〇
五
）
年
に
制
式
化
し
た
小
銃
＝
三
八
式
歩
兵
銃
を
、
最
新
式
の
自
動
小
銃

と
レ
ー
ダ
ー
の
支
配
す
る
第
二
次
大
戦
（
明
治
三
八
年
か
ら
数
え
て
、
三
十

数
年
後
か
ら
四
十
年
後
に
な
る
）
期
ま
で
囚
執
。
白
兵
突
撃
の
前
に
は
敵
は

必
ず
敗
れ
る
と
の
信
念
を
楯
と
し
た
日
本
陸
軍
と
か
、
当
の
英
米
本
囚
人
さ

え
違
和
感
を
も
つ
受
験
専
用
の
単
語
や
文
法
の
反
覆
強
迫
的
学
習
で
こ
と
だ
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れ
り
と
す
る
英
語
教
育
法
が
あ
ろ
う
。

　
山
本
五
十
六
を
頂
点
と
し
、
彼
の
存
在
に
象
徴
さ
れ
る
海
軍
は
視
野
狭
窄

的
な
一
般
人
に
比
し
て
は
る
か
に
柔
軟
思
考
。
国
際
政
治
へ
の
関
心
や
新
型

航
空
機
の
開
発
や
兵
器
体
系
の
整
備
な
ど
墨
守
一
本
槍
で
は
な
く
茶
聖
利
休

の
深
化
さ
せ
た
わ
び
茶
道
や
茶
花
に
も
似
た
創
造
性
や
革
新
性
に
溢
れ
て
い

た
。
と
は
言
う
も
の
の
、
山
本
の
ル
ー
レ
。
卜
を
や
る
指
先
が
象
徴
す
る
対

人
生
態
度
は
、
や
は
り
ノ
ル
か
ソ
ル
か
の
博
才
的
な
粘
着
度
高
く
、
Ｇ
Ｆ
長

官
と
し
て
の
行
動
（
危
機
の
時
代
に
お
い
て
は
）
は
、
終
始
、
投
機
的
作
戦

の
反
覆
強
迫
に
お
ち
い
っ
て
い
る
。

　
と
も
あ
れ
、
人
の
性
格
は
遺
伝
的
性
格
（
血
筋
と
そ
の
組
合
わ
せ
に
由
来

す
る
気
質
）
の
み
で
成
り
た
っ
て
は
い
な
い
。
人
そ
れ
な
み
に
彼
の
心
理
的

前
歴
現
象
と
も
言
う
べ
き
、
独
自
の
成
長
体
験
＝
過
去
を
も
ち
、
各
自
の
置

か
れ
て
い
た
環
境
風
土
と
い
う
増
蝸
や
窯
が
個
性
を
焼
き
つ
け
る
。
五
十
六

の
来
歴
を
見
れ
ば
、
そ
の
基
本
気
質
（
先
述
の
粘
着
気
質
プ
ラ
ス
分
裂
気
質

の
独
創
性
濃
い
闘
志
型
）
が
、
圧
倒
的
な
父
像
に
対
す
る
強
く
深
い
劣
等
感

情
と
、
そ
れ
に
打
ち
勝
ち
飛
翔
し
た
い
と
希
求
す
る
過
剰
往
償
作
用
に
よ
り
、

ひ
ど
く
過
荷
電
さ
れ
た
か
に
見
え
る
。
五
十
六
は
小
男
だ
が
、
父
は
大
男
。

子
不
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
、
先
１
　
と
の
開
に
四
人
、
五
十
六
の
母
と
の
間
に
三
児

＝
計
七
人
の
子
女
を
も
う
け
て
い
る
。

　
五
十
六
は
、
そ
の
名
が
傍
証
す
る
よ
う
に
、
父
五
十
六
才
の
時
の
子
で
、
末

子
で
も
あ
る
。
子
供
が
父
母
兄
姉
に
始
ま
り
広
く
先
行
し
先
在
す
る
大
人
に

尊
敬
や
愛
を
感
じ
つ
つ
も
、
一
方
で
は
強
度
の
劣
等
感
を
芽
生
え
さ
せ
ら
れ
、

こ
れ
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
努
力
か
習
い
性
と
化
し
、
人
の
生
き
方
＝
性
格

と
な
る
と
は
、
同
じ
精
神
分
析
派
で
も
フ
ロ
イ
ト
と
は
Ｉ
味
ち
が
う
ア
ド
ラ

ー
の
説
く
と
こ
ろ
だ
が
、
五
十
六
が
そ
の
父
五
十
六
才
時
の
児
で
、
六
人
も

兄
姉
（
そ
の
半
数
は
親
子
ほ
ど
の
年
差
の
あ
る
大
人
）
が
い
た
こ
と
は
（
普
通

の
家
庭
の
末
子
な
ら
ば
チ
ヤ
ホ
ヤ
さ
れ
る
と
太
洋
感
覚
を
も
つ
が
）
山
本
の

場
合
は
む
し
ろ
加
速
化
さ
れ
た
焦
慮
感
と
な
り
、
強
迫
的
傾
向
を
増
幅
さ
せ

た
ろ
う
。
彼
の
猛
烈
な
勝
気
に
つ
い
て
は
、
い
く
ら
五
十
六
さ
ん
が
何
で
も

食
べ
る
と
言
っ
て
も
、
鉛
筆
は
と
け
し
か
け
た
大
人
の
驚
き
を
尻
目
に
、
本

気
で
鉛
筆
を
燕
下
し
た
と
い
う
逸
話
に
も
顕
化
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
更
に
、
渡
辺
幾
治
郎
氏
の
『
史
伝
山
本
五
十
六
』
に
は
、
人
前
で
父
五
十

六
才
時
の
児
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
ら
れ
た
山
本
が
、
不
快
の
相
を
隠
は
な
か

っ
た
と
あ
る
。

　
早
く
か
ら
宣
教
師
の
宅
に
出
入
（
父
の
日
記
に
度
々
五
十
六
ヤ
ソ
ヘ
行
く
、

と
あ
る
）
、
米
人
士
官
の
よ
う
に
聖
書
を
机
上
に
置
い
て
い
た
事
な
ど
、
粘

着
気
質
の
宗
教
性
と
も
了
解
し
う
る
が
、
父
に
象
徴
さ
れ
る
旧
来
的
保
守
主

義
へ
の
心
理
的
反
撥
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
五
十
六

の
言
行
は
、
不
断
は
折
り
目
正
し
く
礼
を
つ
く
す
が
、
筋
の
通
ら
ぬ
事
に
は

い
か
な
る
高
位
高
官
に
も
遠
慮
や
手
か
げ
ん
を
せ
ぬ
闘
志
性
が
目
だ
つ
。

　
粘
着
気
質
の
勝
ち
気
と
し
て
も
了
解
が
つ
く
が
、
発
達
心
理
学
的
尺
度
を

あ
て
て
、
幼
少
期
を
貫
通
す
る
対
父
的
な
葛
藤
の
形
が
、
社
会
生
活
面
に
転

移
転
調
さ
れ
た
と
看
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
種
の
エ
デ
ィ
プ
ス
心
理

は
、
細
長
型
身
体
の
分
裂
気
質
者
や
肥
満
体
の
多
い
循
環
気
質
に
も
あ
る
か
、

屈
折
し
た
烈
し
さ
は
粘
着
気
質
者
に
こ
そ
一
段
と
濃
く
出
る
よ
う
だ
。

　
古
来
か
ら
歴
史
上
に
名
を
成
す
武
将
に
は
、
実
父
や
実
の
兄
弟
と
さ
え
骨
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肉
合
い
は
む
死
闘
を
演
ず
る
も
の
が
多
い
か
、
母
に
は
例
外
な
く
孝
養
を
つ

く
す
の
も
以
上
の
心
理
的
機
制
で
了
解
可
能
だ
。

　
山
本
の
場
合
は
時
代
も
違
う
し
、
艦
隊
勤
務
と
海
外
出
向
の
更
互
す
る
忙

し
い
人
。
物
理
的
に
も
孝
養
ま
Ｘ
な
ら
ぬ
裡
に
父
母
を
な
く
す
が
、
母
の
危

篤
時
の
み
帰
省
す
る
。
女
性
を
見
れ
ば
、
や
た
ら
お
令
つ
癖
の
あ
っ
た
の
も
、

失
わ
れ
た
母
に
対
す
る
孝
養
心
飢
餓
を
う
め
あ
わ
す
代
償
行
為
と
も
み
ら
れ

よ
う
。

　
母
性
思
慕
の
傍
証
に
礼
子
夫
人
と
の
結
婚
が
三
十
六
才
時
で
あ
る
点
も
あ

げ
え
よ
う
。
晩
婚
理
由
に
、
友
人
や
先
輩
の
借
財
肩
代
わ
り
の
美
説
を
あ
げ

る
人
も
あ
る
が
、
牧
野
子
爵
を
始
め
山
本
の
人
物
と
将
来
を
み
こ
ん
だ
高
官

有
力
者
が
競
っ
て
良
縁
を
世
話
し
よ
う
と
ひ
と
し
き
り
動
い
た
の
に
、
そ
の

総
て
を
し
り
ぞ
け
、
一
顧
も
し
な
か
っ
た
の
が
五
十
六
で
あ
る
。
人
情
家
で

金
権
高
位
に
屈
せ
ぬ
粘
着
気
質
と
い
う
心
理
的
甲
冑
の
背
後
に
、
生
母
へ
の

強
い
思
慕
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
３
　
ミ
ッ
ト
ウ
ェ
イ
海
戦
の
謎
Ｉ
速
戦
即
決
と
人
情

　
そ
れ
に
し
て
も
、
山
本
と
も
あ
ろ
う
作
戦
の
神
様
か
、
あ
の
高
速
空
母
機

動
部
隊
を
駆
使
す
る
ハ
ワ
イ
作
戦
の
半
歳
後
の
ミ
ッ
ト
沖
海
空
戦
に
、
何
故

え
大
和
中
心
の
保
守
陣
形
を
採
用
し
た
の
か
、
永
遠
の
謎
と
す
る
の
が
通
説

だ
が
、
こ
の
ミ
ッ
ト
ウ
ェ
イ
作
戦
こ
そ
ハ
ワ
イ
に
倍
加
し
て
顕
化
し
増
幅
さ

れ
て
来
た
山
本
の
（
対
米
劣
等
感
に
裏
打
さ
れ
、
そ
の
心
理
的
性
と
来
歴
に

よ
っ
て
加
速
化
さ
れ
た
）
絶
望
的
な
焦
慮
感
と
反
覆
強
迫
症
を
思
わ
す
賭
心

の
表
出
だ
ろ
う
。
米
の
工
業
力
を
中
心
と
す
る
長
期
戦
貫
徹
能
力
へ
の
底
な

し
の
恐
怖
が
、
他
の
鈍
感
人
に
欠
け
て
い
る
異
常
な
ま
で
の
先
取
心
や
賭
心

と
な
い
ま
せ
に
な
り
、
何
が
な
ん
で
も
ミ
。
ド
沖
で
の
速
戦
即
決
へ
と
、
揮

下
艦
隊
ば
か
り
か
、
結
果
的
に
は
国
民
は
お
る
か
、
日
本
史
の
歩
み
を
も
か

り
た
て
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
五
十
六
の
新
知
識
、
特
に
航
空
へ
の
可
能
性
と
未
来
へ
の
見
通
し
の
た
し

か
さ
は
、
今
や
誰
し
ら
ぬ
も
の
の
な
い
歴
史
の
事
実
と
な
っ
て
い
る
が
、
山

本
が
航
空
本
部
長
と
し
て
自
か
ら
開
発
し
た
海
軍
の
戦
略
攻
撃
機
と
も
言
う

べ
き
一
式
陸
上
攻
撃
機
を
か
っ
て
、
不
帰
の
旅
に
出
ら
れ
た
の
は
、
な
ん
た

る
運
命
の
皮
肉
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
問
題
は
、
複
雑
多
方
面
に
か
か
わ
る
の
で
、
以
下
、
山
本
五
十
六
怪

死
の
ナ
兄
と
し
て
、
更
に
こ
れ
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
（
続
く
）
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